
第４１回 北本市議会報告会（北部公民館） 

日 時 令和６年７月２７日（土）午前９時３０分～１１時３０分 

会 場 北部公民館 

参加者 市民１２人、議員１９人 

出席議員 金森 すみ子、毛呂 一夫、小久保 博雅、斉藤 章、永井 司、青野 康子、高橋 誠、

大嶋 達巳、村田 裕子、桜井 卓、保角 美代、諏訪 幸男、岡村 有正、湯沢 美恵、

中村 洋子、今関 公美、島野 和夫、現王園 孝昭、滝瀬 光一(議席番号順) 

次 第 １ 開会挨拶 大嶋広報広聴委員長 

 

２ 議長挨拶 滝瀬議長 

 

３ 議会報告会の進め方 湯沢広報広聴副委員長 

第１部では定例会についてのご報告と、皆様から質疑をお受けいたします。 

第２部では定例会に関わらず、議会に対しての様々なご意見をお受けいたしま

す。それぞれ１時間になります。 

 

４【第１部】臨時会及び定例会の報告 

 

（１） 令和６年第１回臨時会の報告 

 ア 議案等の審議概要 岡村議会運営委員長 

（２） 令和６年第２回定例会の報告 

 ア 先議・追加議案等の審議概要 岡村議会運営委員長 

 イ 委員会付託議案の審議概要  

・予算決算常任委員会の審議概要 現王園予算決算常任委員長 

・総務文教常任委員会の審議概要 諏訪総務文教常任委員長 

・健康福祉常任委員会の審議概要 金森健康福祉常任委員長 

・建設経済常任委員会の審議概要 村田建設経済常任委員長 

（３）その他 

・なし 

（４）質疑応答 

・質問者０人 

 

５ 出席議員全員による挨拶 

 

６【第２部】意見交換会 

 

７ 閉会 大嶋広報広聴委員長 

 

 

 

 

 

 

 



質 疑 応 答 及び 意 見 交 換 

司 会 湯沢広報広聴副委員長 

質疑応答及び意見交換の概要 

【第１部】質疑応答 

なし 

 

【第２部】意見交換 

Q.地方自治法の改正があった。地方分権を犯すものであり、問題意識を持っている。 

しかし議会において市長にそれを質すものがいなかった。各市議はどう思っているのか？ 

A.（湯沢）個々の意見は控えさせていただきます。 

 

Q.各議員の一般質問の時間を調べた。議員によって質問時間が大きく異なる。それが起因して昼 

休みの時間にバラツキがあったり、長時間の休憩を取っていたりしているが、見解は？ 

A.(滝瀬)総括的に考えて時間配分をしています。質問だけを午前中にして、休憩を取り、午後に

執行部の答弁を求めるということもあります。質問と答弁を続けたほうがわかりやすいと思

い、このような対応としています。 

 

Q.昨年から医療費の超過分の返金がある。市全体でどれくらいある？担当職員が何名いるのか？ 

A.（湯沢）確認します。 

 

Q.補聴器の購入補助金はいつ予算化されるのか？難聴により認知症のリスクが高まる。 

鴻巣市では予算化されている。 

A.(中村)補聴器について助成してほしいという質問をしたが、実現に至っていません。また、聴

力検査料の助成も提案しました。そもそも自身が難聴であるということに気付いていない人が

多くいらっしゃいます。現状は人が多く集まるところに、難聴についてのリーフレットを置く

などして、啓発活動を行っています。 

 

Q.休憩時間が長く、傍聴者への配慮が欠けていると感じる。休憩の理由等々説明が足りていない 

のではないか？ 

A.(滝瀬)議案調査や追加議案の説明があるため、休憩を長くとるときもあります。また一般質問 

の際の昼近くの休憩時間の調整については、質問者に事前にヒアリングをし、調整できそうで

あれば今後もしていきたいと思います。 

 

Q.一般質問をしない議員がいるが、どうお考えか？ 

A.(滝瀬)個々の議員の判断になります。 

 

Q.議会で使っている補聴器が高性能で聞き取りやすいので、貸出を行ってほしい。 

例えば議会報告会に持ってきてはどうか？ 

A.(湯沢)議場には磁気ループという装置があるため、通常の補聴器と違ってクリアに音が聞こえ 

ます。通常使用が難しいものです。 

 

 



Q.若い方の農業関係への就労者増加に向けた取組は？  

A.(村田)有機農業への就農者や、農業関連のシステムづくりに従事している方々に対して、国か

ら補助金が出るので、積極活用を求める一般質問をしました。農地の相続について問題がある

ことは承知しています。有機農法は単価も高いが、ノウハウが必要なものなので、市としてサ

ポートするよう提案しました。 

 

Q.議員によって一般質問の使用時間が異なるが、どうお考えか？議員同士で融通してはどうか？ 

A.(湯沢)検討してまいります。 

 

Q.３市合併について質問している議員がいるが、北本市が吸収合併されることについてどうお考

えか？私(質問者)は北本市を残していきたいと考えている。 

A.（湯沢）個人の考えについて、この場での回答は控えさせていただきます。 

 

Q.食料自給率向上について。国単位だと中々難しいものがあるため地方自治体にて向上施策をと

る必要があると考えている。議会として市民を守るため、推進するべきだ。 

A.（湯沢）ご意見賜りました。食料安全保障という観点からも研究していきます。 

給食では、小麦・コメは埼玉県産を使用しています。 

 

Q.障がい者の就労支援について。北本市では障がい者の就労支援を行っているが、就労支援の質

が悪い。上尾市では企業とのすり合わせもできており、様々なニーズに対応できる。北本市で

もそうすべきだと思うが、見解は？ 

A.（湯沢）ご意見賜りました。 

 

Q.高校生議会は傍聴できるのか？どういうものか？ 

A.（滝瀬）傍聴可能です。 

詳細はHP：https://www.city.kitamoto.lg.jp/shigikai/johokokai/16800.html 

 

Q.政務活動費は会派でしか使えないが、根拠は？ 

A.(滝瀬)条例で定めています。また個人で使えないということはなく、政務活動費で研修に参加

することもできます。個人の会報には使えず、会派の会報には使えます。 

 

Q.費用弁償導入時や議員定数削減についての経緯がわかる資料が残っていない。 

大事な物については後で検証できるように、議事録を残すべきだ。 

A.（滝瀬）ご意見賜りました。 

 

Q.今日出た意見を実現してほしいし、各議員の見解を知りたい。タウンミーティングを実施して

ほしい。 

A.（湯沢）議会報告会という名称で実施する議員はおります。各議員の判断のうえで実施してい

ます。 

 

 

 

https://www.city.kitamoto.lg.jp/shigikai/johokokai/16800.html


アンケート結果 

問１ お住いの地域：栄１人、朝日２人、東間１人（未回答１人） 

 

問２ 年代 ５０歳代２人、７０歳代１人、８０歳代１人（未回答１人） 

 

問３ 報告会の開催を何から知ったか（複数回答可） 

   議会だより１人、議員３人、市議会ホームページ２人、チラシ１人、その他(議会事務局) 

 

問４ どこで開催した方が良いと思うか 

   公民館２人、市役所３階会議室 

 

問５ 意見・要望 

・議員各々がタウンミーティングを開いては。 

・年配者だけでなく、若い方・女性も参加しやすい環境を。 

・説明内容がよくわからない。（もっとわかりやすく） 

・議会で何を議論しているかわからない。 

・議会報告会には初めて出たけれど、特定の人たちが出席しているだけで、質問も偏ってい

る。もう出たくない。 

・告知が足りていないのか参加者が少ないです。 

・報告会の録画は公開してください。 

・スライド等で図・写真で示すことで理解しやすくなると思います。読んでいるだけだと理

解しづらいかと。 

 

 


